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KDR バンコク特電： 
2014 年 5 月までに、海南島で 2 番目の空母用埠頭が完成した。この埠頭は相当大

きな突堤式埠頭であり、2 つの空母埠頭 (注：他の 1 つは、東側に隣接する亜龍湾

にある空母埠頭) はいずれも 2 艘の空母が同時に停泊できるよう設計されているこ

とが分かる。突堤の長さは 700 M であり、空母用突堤としては世界一の長さがあ

る。米海軍横須賀基地の空母用埠頭の長さは 400 M しかない。米海軍 NORFOLK 
空母基地は突堤式埠頭であるが長さは 430 M しかない。2 つの空母埠頭の基本構造

はほぼ同じである。埠頭の幅は 120 M あり、補給活動が迅速にできる。第 2 空母

基地の建設速度を分析することは重要だ。同基地は 2011 年に工事が開始され、わ

ずか 4 年で埠頭が完成した。その電光石火の速度に注目すべきである。規模が大き

く、楡林潜水艦基地に連接しており、今後ここは中国海軍最大の総合基地になるで

あろう。2012年10月、空母用埠頭の土台が完成したが表面で工事が継続していた。

付近の山には、青色の 3 個のレドームが見える。総参謀部第 3 部が建設した信号傍

受ステーションのアンテナレドームは通常この色である。当然航法援助レーダーか、

捜索レーダーの可能性は否定できないが。空母埠頭から対岸の距離 8000 M、方位

9 時 30 分の山頂に 2 つの青色大型レドームがある。海南島は、ベトナムに対する

総参謀部第 3 部の信号情報収集の主要基地である。2012 年には、その他の 2 つの

埠頭、陸上の各種建築物等を含む各種付属施設の工事が開始された。工事は山頂の

方向に向かって進められており、これは地下倉庫を建設しているようだ。中国海軍

の通例ではこれらの地下倉庫は弾薬庫か燃料庫である。2013 年 2 月、3 本の防波

堤が建設された。長さはそれぞれ 1.75 KM、2 KM、1.1 KM である。この防波堤

で空母の港を囲っている。外海への出入り口は 2 個所あり、幅はそれぞれ 400 M、

422 M である。2013 年 10 月、空母の埠頭は最後の竣工段階に入り、2 番目の空母

埠頭が完成した。同年 11 月、空母埠頭が完成、空母”遼寧”は最初の南シナ海海

海南島で 2 番目の空母用埠頭が完成しました。最初の空母用埠頭は東側にある亜

龍湾に建設された埠頭で同様に突堤式です。 

空母”遼寧”は 2013 年 11 月、初めてこの埠頭に停泊しました。この埠頭のある

入江の奥には楡林潜水艦基地と漁港があり、漁船は外海に出る際に潜水艦のすぐ

横及び空母突堤の前方を横切らねばならないので、漁民は移転させられたはずだ

と KDR は述べています。中国海軍海南島空母基地の規模を想像すると、米海軍ノ

ーフォーク基地に匹敵するレベルになりそうです。 
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上試験を行い、初めてこの埠頭に停泊した。1 艘の補給船が随行した。2012 年から

第 3、第 4 の埠頭が建設中であるが、2014 年中頃は未完成であった。同年、空母

埠頭にその他の水上艦艇が停泊し始めた。埠頭の正に中心部分に建築物があり、衛

星通信用アンテナが 6 個見られる。ここは、空母の進出日程等を計画する将来の前

沿指揮センターである可能性がある。 
2014 年 11 月、埠頭には 2 艘のミサイル護衛艦と 1 艘の補給船が停泊していた。こ

のことは、埠頭が正式に運用開始されたことを意味する。陸地の建築物は引き続き

建設中である。このような大規模は施設はいつ完成するのか予想することができな

い。 
不思議なことに、第 2 空母基地は、楡林基地に位置し、周囲の漁村の漁船が外海へ

出る出口にある。したがって漁村全体を移転させなければ、漁船は漁のために空母

基地内を通過して外海に出ることになる。現在は、周囲の漁船は、楡林潜水艦基地

を通過して外海に出ている。通過する漁船（観光船）と KILO-636 潜水艦の最接近

距離は 100 M 以下である。この漁船に乗れば誰でも潜水艦基地と空母基地を眺め

ることができるので、船長は写真撮影をしないよう観光客には厳に注意している。 
大連造船所では国産空母第１号の建造が開始されてから2年近くになる。KDRは、

この空母が海南島の第 2 空母基地に配属されると見ている。建造が完了し海上試験

を終了するには少なくとも 5 年はかかる。その時には、第 2 空母基地は更に拡充さ

れ全ての施設が完成している。亜龍湾及び第 2 空母基地の山頂では大規模土木工事

が進行中である。KDR の判断が正しければ、この地区には今後強力な防空網が建

設され、多くの地対空ミサイルが配備され、第 2 の空母基地、第 2 の核潜水艦基地

を防護することになるであろう。 
 
以上 
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中心の幅広い突堤が 2 番目の空母用埠頭（グーグルアース） 


